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We emphasize the necessity for washing hands whenever we conduct the inspec-

tion of school facilities which provide meals. We investigate the sanitation control sys-

tem and possible contamination (Escherichia coli， Colibacillus group and Stal幼ylococcus

aureus) of hand dryers in the facilities which provide meals， such as regular schools， 

nursery schools， hospitals， and social welfare facilities. 

Hand dryers are installed at 30.2% (38/128) of the school facilities which provide 

meals. The method and frequency to wash and sterilize ware are different at each fa同

cility. 66.7% (24/36) of hand dryers were contaminated， and Sta)りhylococcusaureus 
were most frequently detected at 58.3% (21/36) of the hand dryers. Besides hand dry-

ers， 23.2% (P<O.01) of other equipment， such as dressers and grips of refrigerators， 

was contaminated. 

The hand dryers were significantly contaminated. We strongly encouraged the 

persons in charge of the facilities to wash their hands and sterilize the hand dryers 

every day. When we checked the hand dryers for the second time， all facilities， ex-

cept two， were free仕omthe contamination of bacilli. 

1. はじめに

21 

学校等の集回給食施設に関しては 毎年「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づき 一斉点検を実施してい

るところである.

近年，ノロウイルスによる食中毒の発生増加に伴い 当健康福祉センターにおいても防止対策を積極的に実施し

ている ノロウイルスの重要な防止対策の一つである手洗いの徹底を指導し，手洗い後は布タオルでなく，ペーパー

タオル又はハンドドライヤーにより十分手を乾かすよう指導している.

しかしながら，ハンドドライヤーの衛生管理については これまで十分な調査 指導を行っていなかった.

そこで，ハンドドライヤー設置施設についてその衛生管理方法等の実態調査を行い 調査に基づき施設を指導し

たので，その概要を報告する.

* 山口県山口健康福祉センター(現岩国健康福祉センター)
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2.調査方法

(1)調査期間平成19年5月から12月

(2 )対象施設 学校，保育所，病院及び社会福祉施

設の給食施設

(3 )調査目的 ハンドドライヤーの管理方法及び汚

染状況を把握すること.

(4)調査内容

アハンドドライヤーの管理方法

(ア)種類 (型式イ)洗浄方法と頻度

(ウ)殺菌方法と頻度 (エ)取扱説明書の有無

イ細菌検査

(ア)検査笛所

ハンドドライヤーの手挿入部 (側面及び底

面)，及び冷蔵庫取手，作業台等の設備 (ハン

ドドライヤーの汚染状況と比較するため。)

(イ)検査方法・項目

フードスタンプ (日水製薬株式会社)を使

用大腸菌・大腸菌群 XM-G寒天を用い， 35
0

C， 

20:t 2時間培養

黄色ブドウ球菌 TGSE寒天を用い， 35~37 

OC， 24~48時間培養

3.調査結果

(1)ハンドドライヤー設置施設

ハンドドライヤー設置施設はTable1のとおり

であり，立入調査した 126施設のうち 38施設

(30.2%)で設置してあった.

Table 1 ハンドドライヤー設置施設

総数 設置施設数(%)

学校 34 12 (35.3) 

保育所 36 16 (44.4) 

病院 17 4 (23.5) 

社会福祉施設 39 6 (15.4) 

126 38 (30.2) 

(2 )ハンドドライヤーの分類

手の乾燥のみ，手の洗浄+乾燥，手の洗浄+乾

燥+殺菌の3種類がみられた.

ア タイプ I 手の乾燥のみ (手を縦に挿入)

21施設

イ タイプE 手の乾燥のみ (手を横に挿入)

5施設

ウ タイプE 手の洗浄+乾燥 3施設

エ タイプN 手の洗浄十乾燥+殺菌 9施設
(3 )取扱説明書の有無

取扱説明書の所在を把握している施設は4施設

(10.5%)であった.

(4 )ハンドドライヤーの管理方法

ア ドレンタンク，エアフィルターの管理状況

Table 2に示すとおり， ドレンタンクの水抜き

を週 1田している施設は13施設 (50.0%) であ

り，月 1回程度が10施設 (38.5%) と最も多かっ

た.エアフィルターの清掃に関しては，年に数

回実施する施設が19施設 (50.0%) と半数を占

め，週l回実施は8施設 (21.2%)であった

イ 洗浄方法，頻度

手挿入部の洗浄頻度についてはTable3のと

おりであり， 1週間に 1，2回洗浄する施設が

19施設 (50.0%) と最も多かった.また，毎日

洗浄している施設は9施設 (23.7%)，洗浄し

ていない施設は7施設(18.4%)であった.

洗浄方法についてはTable4のとおりであり，

Table 2 ドレンタンク、エアフィルターの管理状況

頻度 実施施設数(%)
ドレンタンクの水抜き 26 (100) * 

週 1回 13(50.0) 

月1回程度 10 (38.5) 

気付いた時 3 (11.5) 
エアフィルターの清掃 38 (100) 

週l田 8( 21) 
月1田程度 11 (28.9) 

年に数回 19 (50.0) 

*ハンドドライヤー I、Eのみ

Table3 ハンドドライヤーの洗浄頻度

頻度 実施施設数(%)

特にしていない又は汚れに気づいた時 7 (18.4) 

2週間に 1回程度 3 ( 7.9) 

1週間に 1、2回 19 (50.0) 

毎日 9 (23.7) 

Table4 ハンドドライヤーの洗浄方法

方法 実施施設数(%)

洗浄剤をつけたスポンジ、ブラシでこする 15 (39.5) 

水洗程度 10 (26.3) 

布、ペーパータオルで拭く 11 (29.0) 

なし 2 ( 5.3) 

Table5 ハンドドライヤーの殺菌頻度

頻度 実施施設数(%)

特にしていない

し 2週間に 1回

毎日

27 (71.1) 

5 (13.1) 

6 (15.8) 
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施設ごとで様々な方法で洗浄していた洗浄

剤をつけたスポンジ，ブラシでこするjが15施

設 (39.5%に 「水洗程度」が10施設 (26.3%)， 

布， ペーパータオルで拭く」が 11施設

(29.0%)であった.

ウ殺菌方法，頻度

手挿入部の殺菌方法は，どの施設もアルコー

ルを使用していた.殺菌頻度についてはTable5 

のとおりであるが特にしていなしりが27施設

(71.1 %)と最も多く，毎日殺菌している施設は

6施設(15.8%)であった.

( 5)細菌検査結果(第l回)

ア 施設別細菌検査結果

施設別の細菌検査結果をTable6に示す.黄

色ブドウ球障の検出率はどの施設においても高

く，全体では泊施設中21施設 (58.3%)であっ

た大腸菌の検出率は低く(全体で4施設(11.

1 %))，また，全ての項目が陰性であった施設

は12施設 (33.3%) であった. (2施設につい

てはハンドドライヤーの故障により使用を中止

ししていたため，検査は実施しなかった.) 

イ 型別細菌検査結果

ハンドドライヤーの型別でみると，どの型か

らも細菌が検出されており，差はみられなかっ

た.また，殺菌工程の含まれるタイプNからも

細菌は検出されていた. (Table 7) 

ウ 洗浄，殺菌頻度別細菌検査結果

洗浄，殺菌頻度別の細菌検査結果をTable8 

に示す.毎B洗浄し，毎日又は 1，2週間に 1

匝殺菌している施設では，細菌は検出されなかっ

た.毎日殺菌し， 1週間に 1，2間洗浄している

2施設では，両施設とも細菌が検出されていた

洗浄，殺菌を特にしていない施設では，細菌言の

検出率は高かった (5施設中4施設 (80.0%)) 

エ ハンドドライヤー以外の設備との検査結果比較
ハンドドライヤー以外の設備(冷蔵(冷凍)

Table 6 施設別細菌検査結果

総数
1湯性施設数 内訳(%) 陰性施設数
(%) 大腸菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 (%) 

学校 10キ 6 (60.0) 。 1 (10.0) 6 (60.0) 4 (40.0) 

保育所 16 10 (62.5) 1 ( 6.3) 6 (37.5) 7 (43.8) 6 (37.5) 

病院 4 3 (75.0) 3 (75.0) 3 (75.0) 3 (75.0) 1 (25.0) 

社会福祉施設 5 (83.3) 。 。 5 (83.3) 1 (16.7) 

36 24 (66.7) 4 (11.1) 10 (27.8) 21 (58.3) 12 (33.3) 

*2施設は検査実施せず

Table 7 型別細菌検査結果

施設数
陽性施設数 内訳(%) 陰性施設数
(%) 大腸菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 (%) 

タイプI 21 16 (76.2) 4 (19.0) 8 (38.1) 14 (66.7) 5 (23.8) 

タイフ。E 5 3 (60.0) 。 1 (20.0) 2 (40.0) 2 (40.0) 

タイプE 3 1 (33.3) 。 。 1 (33.3) 2 (66.7) 

タイプN 7* 4 (57.1) 。 1 (14.3) 4 (57.1) 3 (42.9) 

36 24 (66.7) 4 (11.1) 10 (27.8) 21 (58.3) 12 (33.3) 

* 2施設は検査実施せず

Table 8 洗浄、殺菌頻度別細菌検査結果

頻度
施設数

陽性施設数 内訳(%) 陰性施設数

洗浄 殺菌 (%) 大腸菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 (%) 

特にしていない、 特にしていない 5 (6)彬 4 (80.0) 1 (20.0) 。 4 (80.0) 1 (20.0) 

汚れに気づいた時 毎日 。 。 。 。 1 (100) 

2週間に l回程度 特にしていない 3 2 (66.7) 1 (33.3) 。 1 (33.3) 1 (33.3) 

特にしていない 14 12 (85.7) 6 (42.9) 3 (21.4) 10 (83.3) 2 (14.3) 

1週間に 1、2回 l、2週間に1回 3 2 (66.7) 1 (33.3) 。 2 (66.7) 1 (33.3) 

毎日 2 2 (100) 1 (50.0) 1 (50.0) 2 (100) 。
特にしていない 3 (4)キ 2 (66.7) 。 。 2 (66.7) 1 (33.3) 

毎日 I、2週間に l回 2 。 。 。 。 2 (100) 

毎日 3 。 。 。 。 3 (100) 

36 (38) 24 (66.7) 10 (27.8) 4 (11.1) 21 (58.3) 12 (33.3) 

* 1施設は検査実施せず
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Table 9 ハンドドライヤー以外の設備との検査結果比較

内訳(%) 陰性施設数
検査施設数

揚性施設数

(%) 大腸菌 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 (%) 

ハンドドライヤー 36 24 (66.7) 4 (11.1) 10 (27.8) 21 (58.3) 

16 (14.3) 

12 (33.3) 

86 (76.8) ハンドドライヤー以外の設備 112 26 (23.2) 6 ( 5.4) 10 ( 8.9) 

*冷蔵(冷凍)庫、回転釜、消毒保管庫、包丁・まな板殺菌庫の取手及び作業台

庫，回転釜等の取手，作業台)とハンドドライ

ヤーの検査結果を比較した結果をTable9に示

す. ハンドドライヤーが36施設中 24施設

(66.7%) で陽性であったのに対し，ハンドド

ライヤー以外の設備は 112施設中泊施設

(23.2%) と，陽性率はハンドドライヤーの方

が有意に高かった. (pく0.01)

(6 )細菌検査結果(第2聞)

第 l回細菌検査結果で陽性となった学校，保育

所16施設について，指導後に再検査を行った結果

をTable10，11に示す. 1施設を除くすべての施

Table 10 第2回検査結果

頻度 実施施設数(%)

洗浄 1週間にl匝程度 1 ( 6.3) 

毎日 15 (93.7) 

殺菌 なし 1 ( 6.3) 

毎日 15 (93.7) 

設で手挿入部の洗浄，殺菌を毎日実施しており，

またすべての施設で大腸薗，大腸菌群は検出され

ず， 14施設 (87.5%)で黄色ブドウ球菌は検出さ

れなかった.

Table 11 第2団施設別細菌検査結果

施設数
陽性施設数

(%) 大腸菌

学校 6 。 。
保育所 10 2 (20.0) 。

16 2 (12.5) 。

4.考

(1)取扱説明書の所在を把握していた施設は4施設

(10.5%) のみであり，ハンドドライヤーの適切

な衛生管理方法について 大部分の施設が十分把

握していなかった.

(2 )手挿入部の洗浄，殺菌頻度については，毎日，

週に 1，2回，月に 1，2固など，施設によって様々

で、あった殺菌に関してはすべての施設がアルコー

ルを使用していたが，洗浄方法は各施設で差がみ

られた.このことから，洗浄，殺菌の方法，頻度

に関しては統ーした指導を行う必要があると考え

られた.

(3 )汚染状況について 泊施設中24施設 (66.7%)

が細菌検査陽性であり，ハンドドライヤー以外の

設備(112施設中泊施設 (23.3%)) と比較して，

汚染状況に有意な差があったまた，毎日洗浄し，

かつ1，2週間に l回以上殺菌している施設では，

細菌は検出されなかった.このため，ハンドドラ

イヤーも他の設備と同様 食中毒の汚染源となる

恐れがあることが示唆され，ハンドドライヤーの

衛生管理の徹底が重要であることがわかった

(4)これらのことから， 日々の洗浄，殺菌の徹底を

察

内訳(%) 陰性施設数

大腸菌群 黄色ブドウ球菌 (%) 

。 。 6 (100) 。 2 (20.0) 8 (80.0) 。 2 (12.5) 14 (87.5) 

指導するため，学校，保育所のハンドドライヤー

設置施設に対し，以下の指導を行った.

ア 機種によって取扱い方法が異なる場合がある

ため，必ず取扱説明書に従い，下記事項を実施

することなお，取扱説明書がない場合は，メー

カ一等に問い合わせること.

イ ドレンタンクは週に l回汚水を捨て，タンク

内を水洗又は取扱説明書に記載のある洗剤(以

下，洗剤)で洗浄すること.

ウ エアフィルターは週に 1回取り外し，挨等の

汚れを除くこと.

ヱ 本体外装は週に数回，かたく絞った布で拭く
こと. (汚れのひどい場合は洗剤に浸した布を

使用し，その後乾いた布でよく拭き取ること.) 

オ 手挿入部については，毎日，洗剤を使用して

洗浄し，よく洗い流す又は乾いた布で拭き取る

こと.その後，アルコール等を用いて殺菌する

こと.

(5 )第2田細菌検査結果で陽性であった学校，保育

所16施設について上記指導を実施後，再検査を行っ

たところ， 2施設(12.5%)で黄色ブドウ球菌が
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検出されたが，それ以外の施設 (87.5%)ではす

べて陰性であった.また 1施設を除き，すべて

の施設が毎日洗浄，殺菌を実施していた.このこ

5. まとめ

とから，ハンドドライヤーの洗浄，殺菌を毎日実

施することにより，ハンドドライヤーによる汚染

を防止できることが判明した.

ハンドドライヤーは66.7%の施設で汚染されていたが，毎日洗浄，殺菌を実施するよう指導したところ，大部分

の施設で掘菌は検出されなかった. このことから，ハンドドライヤーも作業台等他の設備と同様に衛生管理を徹底

する必要があることがわかった.

今回の結果を踏まえ，学校給食関係者に対してハンドドライヤーの衛生管理について講習会を実施し，また各施

設に対してハンドドライヤーの衛生管理に関するチラシを配布した.今後は，給食施設以外にも飲食庖等に対し，

ノロウイルスを含む食中毒対策としての手洗いの徹底を指導するとともに ハンドドライヤーの衛生管理について

も調査，指導を行っていきたい.
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